
令和７年度第１回船橋市自転車等駐車対策協議会 

 

日時：令和７年７月２８日（月）１０時から 

場所：中央公民館 ５階 第８集会室 

 

＜次第＞ 

 

１ 開会 

２ 委員の変更について 

３ 議事 (1) 「船橋市自転車等の駐車対策に関する総合計画」に関する

意見・対応について 

(2)「船橋市自転車等の駐車対策に関する総合計画」の素案につ

いて 

(3)今後のスケジュールについて 

４ 閉会 



令和7年7月28日（月）　10時～

中央公民館　5階　第8集会室

令和７年度第１回自転車等駐車対策協議会　席次表
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事

務

局

傍
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東葉高速鉄道㈱
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鈴木課長補佐

須藤委員

浅岡委員

ＪＲ東日本千葉支社

企画総務部

経営戦略ユニット

杉原主務

武藤委員

天羽委員

吉川委員

小早川会長 髙橋副会長



（１）計画策定の方向性について（別紙１関係）

項番 意見 対応

1

（1）時代の変化に応じた改定とありますが、具体的にどのような

イメージでしょうか。現行計画にプラスαと理解してよいでしょう

か。

2
（3）次期計画の対象とは、課題解決したものを除いたものと理解

してよいか？

3
結果的に、計画策定の方向性として（骨子案）どの様に反映された

のでしょうか？

（２）全体構成の変更について（別紙２関係）

項番 意見 対応

4
４．各駅等での放置自転車対策の中で「駐輪場需給の現状把握」を

行うのか。２．現状と課題で行うのではないか。

「２．現状と課題」においても「駐輪場需給の現状把握」を実施し

ております。（素案P21)

４．各駅等での放置自転車対策の中にある「駐輪場需給の現状把

握」は、今後の取り組みとして各駅周辺での民間駐輪場の整備状

況・利用状況の調査を行うという意味で記載しています。

5

基本理念と基本方針は1.（1）、3.（1）とすることは理解できる

が、（骨子案）p2②関連する計画は相関図とすることで理解が深ま

る。

現行計画では、図表などで分かりやすい表現であったが、（骨子

案）なので箇条書きとしているという理解で良いのか？

図として修正しました（素案P2)。今後も必要に応じて図や写真を

入れてよりわかりやすいものにするよう努めてまいります。

（３）今後の方針、施策及び取組みについて（別紙３、概要版（Ｐ５、６）及び骨子案（Ｐ３２～３５）関係）

項番 意見 対応

6

別紙3別表において一見次期計画案への項目の落とし込みを見るも

のとなっているが、そもそも、現行個別施策に対し10年間の取組、

課題解決や振り返りが全く無いように感じます。中間報告は無かっ

たのか？

方針２　5-2→シェアサイクル導入済、継続とはなっているが、時

代の変化に応じた改定であれば、新たなモビリティ等の活用や、

ポート整備が整っているシェアサイクルの活用などの内容が必要。

今後骨子案に10年間の取組に関し課題解決が出来なかった施策の見

直しの反映が、どの部分で補っているのか等の見える化が必要と思

います。

現行計画の施策、施策の取り組み、中間評価の結果、市政モニター

アンケートや市営駐輪場利用者アンケートの結果、主な課題、方向

性をとりまとめた表を作成しました。（資料３）

7

別紙３別表における方針：2「放置自転車対策の強化を図ります」

を「放置自転車対策・自転車盗難防止対策の強化を図ります」にし

てはいかがでしょうか。

＜施策3＞駐輪場の利便性・サービスの向上の取組み⑵防犯・安全

性の向上において、「盗難防止対策として利用者へ施錠等防犯対策

の啓発」を追加しました。（素案P38）

（４）その他のことについて（どんなことでも構いません）

項番 意見 対応

8

市政モニターアンケート、市営駐輪場利用者アンケート結果から見

える課題、要望についてどのように次期計画に反映されているので

しょうか？

繋がりが・・・

次回の骨子案について、意見を整理したものでお願いします。

項番６と同じになります。

9

盗難防止対策も重要な課題であると認識していますので、連携して

対策をとっていきましょう。

防犯カメラの設置も強力に推進してください。

警察とは効果的な連携を引き続きお願いしたいと考えております。

＜施策3＞駐輪場の利便性・サービスの向上の取組み⑵防犯・安全

性の向上において、「～必要に応じた防犯カメラの設置等によって

防犯・安全性の向上を図ります。」としました。（素案P38）

10 警察との連携が重要と感じました。 警察とは効果的な連携を引き続きお願いしたいと考えております。

「船橋市自転車等の駐車対策に関する総合計画」に関する意見・対応

    自転車の放置対策は基本的には変わらないものと考えており、現

行計画の取り組みについては継続していくものと考えております。

しかしながら、計画策定から約10年が経過していることから、時代

の変化に応じて新たな取り組みについても追加する必要がありま

す。現行計画を基本として必要に応じて修正を行い、解決した取り

組みは削除、新たな取り組みは追加しております。



 

 

 
番

号 
現行計画の施策 現行計画の施策の取組み 

現行計画の主な取組み 

（平成 28 年度～令和７年度） 

個別施策の取組に対する中間評価 

（令和３(2021)年４月） 

市政モニターアンケート・ 

市営駐輪場利用者アンケート 
現行計画の主な課題 方向性 

【方針１】駐輪場の確保や既設駐輪場の利用促進 

1 

将来需要予測に基づ

いた市営駐輪場の確

保 

➀駐輪場の新設 

②路上駐輪場の新設の検討 

③長期安定的な用地の確保 

①西船橋駅第 10 駐輪場の増設（令和元年度 3,080 台） 

津田沼駅第６駐輪場の新設（令和５年度 59 台）等  

計 3,867 台 

収容台数が増加したことにより放置自転車

が減少する効果があらわれている。 

駐輪場でもっとも重視する点は駅に近いこ

とが回答の３／４となっている。 

駐輪場の増設が放置自転車対策に必要な施

策で２番目に高い 25％となっている。 

⓷駅に近い駐輪場用地の確保が困難 

※安定的で十分な駐輪場用地の確保が難しい 

※平成 27 年度から令和７年度の 10 年間で収

容台数は 3,618 台減少 

・駐輪需要の把握に努める。 

・長期安定的な駐輪場用地を目指す。 

2 
既設駐輪場の利用促

進 

①駐輪場への案内・誘導 

②駐輪場利用への付加価値の創出 

①現計画の策定に合わせて行った料金改定によって、段階料金制とな

ったことで、利用促進が図られた。 

①空きが生じている駐輪場の利用実態を調査し、縮小した。 

空きの生じている駐輪場の有効利用を図る

ための新たな取組を検討する必要がある。 
  

・駐輪場ごとの利便性に応じた料金設定によ

って対応完了とする。 

3 駐輪場料金の改定 駐輪場ごとの利便性に応じた料金設定 

現行計画の策定に合わせて料金を改定したが、現計画期間中は新型

コロナウイルス感染症の影響による駐輪場需要が読めなかったこと、

また、光熱費や人件費等の上昇の継続性が不明確であったことから、

料金の見直しを延期した。 

空きの生じていた駐輪場の利用申込が増加

し、利用促進が図られ放置自転車等が減少し

ている。 

料金については利用者の 63％が妥当と回答

した。 

定期利用では現行の長期割引及び一時利用

では回数券割引よりもよりもキャッシュレス

割引を望んでいる。 

 
・駐輪場を適切に運営できる駐輪場料金の設

定を検討する。 

4 
民間事業者への助成

制度 
民間の駐輪場整備の助成制度の検討 

参入に意欲的な民間事業者が見つからず、助成制度の成立には至っ

ていない。 

制度を導入している近隣市は少なく、制度

の利用実績も少ない中で本市での利用促進が

図れるのか、導入市での問題等を詳細に検討

する必要がある。 

 

・民営駐輪場との料金格差 

※定期利用では市営駐輪場の倍額以上 

※市営駐輪場の料金設定が民間参入を阻んで

いる可能性がある 

・引続き民間駐輪場整備の助成制度の検討す

る。 

【方針２】多様な需要に応じた駐輪場の確保 

5 

目的施設やまちの特

性に対応した駐輪場

の確保 

①一定時間無料化後の課金制の導入の検

討 

②コミュニティサイクルなど、自転車利用

者のニーズに対応 

➀日ぎめ機械式駐輪場で一定時間無料化を導入した。 

 導入箇所 令和６年 12 月 11 箇所 

➁一部駐輪場内にシェアサイクル置場を設置した。 

買い物などの短時間利用者が一定時間無料

で利用できる駐車スペースを確保するなどの

利用促進を図ったことで、放置自転車等が減

少するなど取組の効果が出ている。 

  
・継続して実施するが、放置自転車対策の施

策の取組みとして記載はしない。 

6 
駐輪場の利便性・サ

ービスの向上 

①利用者の利便性に配慮した施設・設備の

改善 

②駐輪場の防犯・安全性の向上 

③管理運営体制の充実 

④自動二輪車（原付２種）駐車場の受け入

れ 

①日ぎめ機械式駐輪場 11 箇所で交通系ＩＣ決済に対応した。 

①整理員のいる南船橋駅第１駐輪場で 24 時間支払い可能な日ぎめ券

売機を設置した。 

②一部駐輪場で防犯カメラ設置、ＬＥＤ照明を導入した。 

④駐輪場 10 箇所で原付２種を受け入れた。 

設備等の改善により利用者の利便性などが

向上している。 

自動二輪車（原付２種）の受け入れを行うこ

とで空きの生じている駐輪場の利用促進を図

れている。 

「安全性や利便性を現状維持し、料金も現

状維持をする」が 52％、「安全性や利便性を向

上させるなら、料金の値上げは止むを得ない」

が 44％。 

駐輪場への屋根の設置要望、レイアウト改

善などの意見があった。 

・障害者、高齢者、子育て世代等への対応 

・大型・重量化した子乗せ電動アシスト自転

車等への対応 

・特定小型原動機付自転車や新基準原付への

対応 

・新たなモビリティ等多様な自転車等への対

応等を検討する。 

・警察と連携し防犯・安全性の向上を図る。 

・効率的な駐輪場運営方法について検討す

る。 

【方針３】放置自転車対策の強化 

7 
放置実態に応じた対

策の実施 

①放置禁止区域の見直し 

②放置実態に応じた放置防止対策の実施 

③効果的・効率的な撤去作業の検討 

①船橋駅、南船橋駅の放置禁止区域の見直しを実施した。 

②船橋駅、下総中山駅、北習志野駅などで民間事業者等に放置自転車

対策の協力を依頼した。 

②機械式駐輪場での放置を即時撤去の対象とした。 

③同一場所での同日中に複数回の撤去を実施した。 

③市民等からの情報を街頭指導員の配置へ反映した。 

１日を通しての撤去・移送を行うなどの効

果的な放置防止対策の実施により、放置自転

車等が減少するなどの効果がでている。 

放置自転車の撤去が放置自転車対策に必要

な施策でもっとも高い 27％となっている。 
・放置禁止区域等の見直し 

・実態に応じて放置禁止区域を見直しの検討

が必要である。 

・事業者と連携して放置対策を行う必要があ

る。 

8 
撤去自転車等の保

管・処分の効率化 

①引取り率の向上 

②警察との連携体制の強化 

①引取率は 43％～48％で推移している。 

②警察と定期的に防犯登録に基づく放置自転車の照会を行った。 

引取り通知の送付により引取り率が向上し

ていること、また引取りのない自転車等は売

却により現金化することで保管場所の効率化

が図れている。 

  

・自転車等の撤去・移送、保管場所の運営方法

等の見直しを検討する必要がある。 

・警察との連携し放置対策を行う必要があ

る。 

9 
放置防止に関する啓

発活動 

①街頭指導員の活用・レベルアップ 

②駅前放置自転車クリーンキャンペーン

の充実 

③自転車等を放置しにくい雰囲気づくり 

①街頭指導員のマニュアルに事例集を追加した。 

②千葉県自転車軽自動車商協同組合船橋支部にも参加協力を得て各店

舗にポスター掲出を行った。 

③放置禁止区域啓発看板及び標識の５年１サイクルの定期的な書換え

や効果的な場所への移設を実施した。 

街頭指導員を効果的に配置するなど放置し

にくい環境を作ることで、放置自転車等が減

少し取組の効果が出ている。 

 

・駐輪ルールの啓発 

※令和５年度の放置自転車等に係る引取通知

の対象の約 12％が外国人 

・一時的な駐輪を発端とする放置自転車増加

の可能性 

・継続して街頭指導員の活用・レベルアップ

を図る。 

・駅前放置自転車クリーンキャンペーンを継

続実施する。 

・外国人や転入者への啓発を図る。 

【方針４】市民・関係事業者との連携・協力 

10 
駐輪場附置義務条項

の見直し 
先進市における効果的な事例の研究 

見直しを行っている自治体の調査を実施し、現行基準で問題はない

と判断し、見直しは実施しなかった。 

自転車等利用者の商業施設の利用状況や駐

輪実態を踏まえて、本市の現状に即した附置

義務施設の用途区分の拡大や店舗面積基準等

について検討する必要がある。 

  
・附置義務制度による駐輪場の設置を推進す

る。 

11 
事業者による駐輪場

整備の促進 

①鉄道事業者による駐輪場整備や用地提

供 

②商業事業者等による駐輪場設置の促進 

①鉄道事業者から借地し、駐輪場用地を運営している。 

②駐輪場附置義務条項の対象となる商業施設等に、必要な収容台数の

確保をするように指導を実施している。 

鉄道事業者からは市営駐輪場用地の借地協

力を受けることができ、また鉄道事業者等が

主体的に駐輪場の整備・運営を行うなど駐輪

場整備の促進が図られている。 

  ・施策 11 は他の施策に包含させる。 

12 

自転車関係者の放置

防止に関する協力体

制確立 

①鉄道事業者との連携 

②民間事業者との連携 

③警察との連携 

①鉄道事業者からは駐輪場の整備や用地の借地協力、自転車等の放置

防止啓発活動の協力を得ている。 

➁民間事業者とは連携して放置自転車対策を行っている。 

③警察からは夜間のパトロール等の協力を得ている。 

クリーンキャンペーンを連携して実施する

ことで放置自転車等について意識の共有が図

れているともに、放置自転車等の減少に効果

が出ている。 

  ・施策 12 は他の施策に包含させる。 

 

自転車等の駐車対策に関する取組み・課題と方向性について 







1



2



3



4



5



6



7



8



9



10



11



12



13



14



15



16



  

17



 

18



  

19



20



21



22



23



24



25



26



27



28



29



30



31



32



33



34



35



36



37



38



39



40



41



42



43



令和7年度 4月 5月 6月 7月 8月 ９月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

協議会

主な

審査事項

策定状況

第1回 第2回 第3回

パブリック

コメント
結果反映

計画

策定

計画素案計画構成案 計画原案
パブコメ

結果報告

今後のスケジュール

計画原案の作成

計画構成・計画素案の作成


